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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　片手で操作できるペンチ（１）であって、
　交差部分で互いに重なり合い、当該交差部分より上側がペンチの咥え口（Ｍ）を形成し
、当該交差部分より下側が２つの握り部（７、８）を形成し、当該交差部分で噛み合いボ
ルト（４）によって互いに回転できるように結合された２つのペンチ脚部（２、３）と、
　一方のペンチ脚部（３）に可動に接続された第１の連接棒（１５）と、第１の連接棒（
１５）に可動に接続され、かつ、他方のペンチ脚部（２）に可動に接続された第２の連接
棒（１６）と、第１の連接棒（１５）の長手方向に長さが変化する圧縮ばね（１４）と、
圧縮ばね（１４）のばね力により第１の連接棒（１５）と第２の連接棒（１６）とを互い
に広がった位置に戻す荷重を与える圧力片（２１）とを有し、当該荷重により、一方のペ
ンチ脚部（３）を当該一方のペンチ脚部（３）の握り部（８）の方向に引っ張り、かつ、
ペンチの咥え口（Ｍ）を開放位置に拡げるように制御する制御要素（１３）と、
　を備え、
　他方のペンチ脚部（２）が、ペンチの咥え口（Ｍ）側に歯形の歯溝（１１）を備えた長
いスリット（９）を有し、
　噛み合いボルト（４）が、制御要素（１３）によって歯形の歯溝（１１）との噛み合い
を制御される爪（１０）を有しており、長いスリット（９）を貫通する、
　ことを特徴とするペンチ。
【請求項２】
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　圧縮ばね（１４）が、第１の連接棒（１５）の内部に収納されることを特徴とする請求
項１に記載のペンチ
【請求項３】
　圧縮ばね（１４）が、第２の連接棒（１６）に圧力片（２１）によって作用することを
特徴とする請求項１又は２に記載のペンチ。
【請求項４】
　圧力片（２１）が、圧縮ばね（１４）に挿入される頸部（２４）を備えていることを特
徴とする請求項３に記載のペンチ。
【請求項５】
　頸部（２４）が、旋回の自由性を持って圧縮ばね（１４）に挿入されることを特徴とす
る請求項４に記載のペンチ。
【請求項６】
　圧力片（２１）が、第２の連接棒（１６）の支持部（２２）に形状的に適合して保持さ
れることを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載のペンチ。
【請求項７】
　圧力片（２１）が、段（２８）によって支持部（２２）に固定されて支持されることを
特徴とする請求項６に記載のペンチ。
【請求項８】
　第１の連接棒（１５）の片側が一方のペンチ脚部（３）に、別の側が第２の連接棒（１
６）に保持されることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のペンチ。
【請求項９】
　第１の連接棒（１５）が、第２の連接棒（１６）より長いことを特徴とする請求項１乃
至８のいずれか１項に記載のペンチ。
【請求項１０】
　圧縮ばね（１４）の長手軸（ｘ－ｘ）が、第１の連接棒（１５）の接続ピン（１７）お
よびトグルピン（２３）の両者の関節点を結ぶ直線（ｙ－ｙ）と一致しないことを特徴と
する請求項１乃至９のいずれか１項に記載のペンチ。
【請求項１１】
　ペンチの咥え口（Ｍ）が閉じた位置において、第１の連接棒（１５）の片側を固定部品
（３８）で一方のペンチ脚部（３）に固定できることを特徴とする請求項８に記載のペン
チ。
【請求項１２】
　制御要素（１３）が取り外され、制御要素（１３）によって拘束される開放位置を越え
て２つのペンチ脚部（２、３）が拡げられた組み立て位置で噛み合いボルト（４）を２つ
のペンチ脚部（２、３）に取り付けることができ、制御要素（１３）が取り付けられ、２
つのペンチ脚部（２、３）が制御要素（１３）によって拘束される開放位置で噛み合いボ
ルト（４）が２つのペンチ脚部（２、３）に保持されることを特徴とする請求項１乃至１
１のいずれか１項に記載のペンチ。
【請求項１３】
　噛み合いボルト（４）は、他方のペンチ脚部（２）に旋回できるように保持され、他方
のペンチ脚部（２）の長いスリット（９）の幅によっては限定された旋回が可能で、噛み
合いボルト（４）は固定部分（４６）を備え、一方のペンチ脚部（３）の出口開口部（４
７）が、他方のペンチ脚部（２）に配置された切り欠き（４８）と一致した場合のみ、噛
み合いボルト（４）が取り外し可能であることを特徴とする請求項１２に記載のペンチ。
【請求項１４】
　直径が３段階で挿入方向に細くなる噛み合いボルト（４）の中央段階に、固定部分（４
６）が設けられることを特徴とする請求項１３に記載のペンチ。
【請求項１５】
　固定部分（４６）が、噛み合いボルト（４）の半径方向に指状体として形成されること
を特徴とする請求項１３又は１４に記載のペンチ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は力で操作した場合に、噛み合いボルトの周りを互いに回転する２つのペンチ脚部
を有する片手で操作できるペンチに関するもので、ペンチの脚部は交差部分で互いに重な
り合い、ペンチの脚部の重なり部の片側はペンチの咥え口を、ペンチの脚部の交差部の下
側の対向する側は握り部を形成し、ペンチ脚部は制御要素およびばね駆動によってペンチ
の咥え口を開放位置に拡げ、この開放位置は握り部を緩めるとばね作用によって自動的に
達成され、さらにばね駆動の移動の第１段階ではペンチ咥え口のあごが互いに近寄り、移
動の第２段階ではかみ合いボルトの爪の歯部への噛み合いが行われ、可動のペンチのあご
の力による回転は噛み合いボルトの周りで行うことができ、制御要素は２つのトグル連接
棒をトグルレバー状に互いに接続した連接棒から構成され、少なくとも１つの連接棒にば
ねが設けられ、連接棒に支持されて連接棒は伸ばされた位置に引っ張られ、これによって
必要な場合は可動のペンチの脚部を歯部から外し、可動のペンチの脚部をばね駆動によっ
て咥え口の最大開放位置に移動させる。
【背景技術】
【０００２】
　片手で操作できるこの種のペンチはＷＯ００／１３８５６により既知である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
本発明の課題は制御要素をさらにコンパクトにし、外部から閉鎖して形成することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
この課題は先ず本質的に請求項１の特徴を有する片手で操作できるペンチによって解決さ
れ、ばねは連接棒の長手方向に対応して長さが変化できる圧縮ばねとし、軸方向の作動方
向はトグルレバーから偏心して別の連接棒に作用することを重点とする。このような構成
により操作性の良いペンチが得られる。ばね駆動の力の貯蔵体はトグルレバーと一体化し
た圧縮ばねである。ばねは何れ設けられる構造部品、すなわちトグルレバーに収納される
。圧縮ばねのできるだけ長い動作長さを考慮して、ばねは連接棒の長さ方向に長さを変化
することができるよう配置する。内部に設けることにより良好な案内の支持が得られる。
圧縮ばねおよびトグルレバーの連接棒は、トグルレバーに関する偏心的な作用が達成され
、折れ曲がったトグルレバーの形状における操作上典型的なばね駆動および制御作用の切
り替えを考慮して互いに調整される。渦巻き圧縮ばねを使用することが好ましい。１つで
十分である。高い力の発生が必要な場合は、２つの渦巻き圧縮ばねを連接棒に互いに差し
込んで配置することができる。例えばトグルレバーを交差部分の特に近くに配置しなけれ
ばならない場合は、短い長さの連接棒を使用することも興味がある。極端な場合には、代
表的な円形の渦巻きばねの断面の代わりに、平らにした断面例えば楕円を使用することも
でき、この場合長い楕円軸を圧縮ばねの巻き方向に対して垂直にする。
【０００５】
その他の請求項の対象は、請求項１に関する以下の説明であるが、それと無関係な表現も
重要である。このようにしてさらに圧縮ばねを第１の連接棒の内部に収納する。このよう
な連接棒はばね室の機能を備える。これは実際的に力の貯蔵ケーシングを形成する。圧縮
ばねは対応する整形により、直接第２の連接棒と共同作用をする圧力片とすることができ
るが、圧縮ばねは第２の連接棒に特別な圧力片によって作用する構成が好ましい。この場
合圧力片は、トグルレバーの外側にある別の連接棒への力の伝達の偏心作用に関して注意
すること。接続ピンから離れた力の伝達位置は折りたたみ側、すなわちトグルレバーの咥
え口側にある。圧力片の配置について、圧力片は圧縮ばねの中空部に挿入される頸部を備
えることを提案する。頸部は圧縮ばねの中で自由に旋回できるように延びる。トグルレバ
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ーの作用を考慮して、圧力片は第２の連接棒に形状的に固定されて支持され、段によって
確実に支えられると有利である。この場合段は、連接棒に規定された角度位置を相互に与
えられ、好都合に予圧を与えられた圧縮ばねの作用によって保持されるか外れないように
する。何れにせよ支持される部分の段は、圧力片が上側すなわち咥え口側に滑り出すこと
を防ぐように形成される。さらに第１の連接棒は一方が可動のペンチ脚部に、他方が第２
の連接棒に保持されると好都合である。これらは関節位置である。さらに第１の連接棒は
第２の連接棒より長い。対応する長さは圧縮ばねのばね室となる。さらに本発明の有利な
特徴は、圧縮ばねの長手軸は第１の連接棒の両方の支持点を結ぶ直線とは一致しないこと
である。これは制御要素の閉鎖された力のシステムを生じさせ、構造的にも特にスペース
の節約のため有利である。拘束された開放位置から脱却するため、使用しない状態のペン
チを閉じた状態を、第１の連接棒の移動軌跡によって旋回できる固定部品によって固定す
ることを提案する。この方法によりトグルレバーの部品に有用な追加機能、すなわち固定
手段が形成される。この固定は配置された固定部品および連接棒の噛み合い面が、固定部
品の旋回軸から離れた点に対する円の割線を形成する面に延びると最適化される。これに
よって固定作用する盛り上がりが生ずる。閉じた位置から解放するためペンチ脚部のみを
互いに軽く接近させる。続いて固定部品を手で開放し、重力で自由にするかそれに遠心力
を加えて外す。
【０００６】
本発明は、力で操作した場合に噛み合いボルトの周りを互いに回転する２つのペンチ脚部
を有し片手で操作できるペンチに関するもので、ペンチの脚部は交差部分で互いに重なり
合い、ペンチの脚部の重なり部の片側はペンチの咥え口を、ペンチの脚部の交差部の対向
する下側は握り部を形成し、ペンチ脚部は制御要素およびばね駆動によってペンチの咥え
口を制御要素および／または駆動装置に拘束される開放位置に拡げ、この開放位置は握り
部を緩めるとばね作用によって自動的に再び達成され、さらにばね駆動の移動の第１段階
ではペンチ咥え口のあごが互いに近寄り、移動の第２段階ではかみ合いボルトの爪の歯部
への噛み合いが行われ、可動のペンチのあごの力による回転は噛み合いボルトの周りで行
うことができ、さらに発展させて噛み合いボルトをペンチ脚部に組み立て位置で取り付け
られるようにし、これはペンチ脚部を拘束される開放位置よりも拡げことを特徴とし、噛
み合いボルトを拘束される解放位置で形状を適合させてペンチ脚部に保持させることを提
案する。対応する形状適合組み立ては存在する構造部品によって確実に行われ、噛み合い
ボルトをリベット打ちするかねじ締めする必要はない。説明したトグルレバーは分解の制
御装置として動作し、過度の開放を制限する最後の手段である。言葉を換えれば、噛み合
いボルトの差込組み立ては、制御要素によって拘束される操作上の解放位置の外側のペン
チ脚部の最大開放位置で行われる。構造的な観点では噛み合いボルトは貫通するぺンチ脚
部に旋回できるように保持され、貫通するぺンチ脚部の長いスリットの幅によって制約さ
れる旋回が可能で、結合ボルトは固定部分を有し、貫通するペンチ脚部の出口開口部が貫
通するペンチ脚部に配置されたきり欠きと一致した場合のみ噛み込みボルトの取り出しが
可能である。対応する一致は組み立て時にも必要で、希望する全体の角度スリット状の切
り欠きの拘束が利用される。さらに構造的な利点として、ペンチ脚部の貫通結合のための
自由空間として制約される貫通するペンチ脚部の壁面は、固定部分軸方向長さに対応する
内法寸法を互いに保っている。さらに固定部分の取り付けに使用される固定部品の正面は
、対応する壁面に邪魔されて飛び足しが制約される。さらに完全な軸方向の噛み合いボル
トの固定／支持が行われる。最後に直径を３段階とし、挿入方向を細くした噛み合いボル
トは中央段階に固定部分を備えることを提案する。最終的に有利な構成は固定部分を半径
方向の指状体として形成することである。これは噛み合いボルトに問題なく形成すること
ができる。
【０００７】
以下本発明の実施例を添付した図面によって詳細に説明する。
【発明の効果】
【０００８】



(5) JP 4490972 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

制御要素をコンパクトにし、外部から閉鎖して形成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
手動操作できるペンチ１は、２つの互いに交差するペンチ脚部２、３を備えている。ペン
チ脚部は交差部分で関節ボルトとなる噛み合いボルト４によって互いに回転できるように
結合される。
【００１０】
上述のペンチ脚部２、３の交差部分の上側にはペンチの加え口Ｍが設けられる。これはペ
ンチ脚部２のペンチ咥え口のあご５およびペンチ脚部３のペンチ咥え口のあご６によって
咥え易いように形成される。
【００１１】
噛み合いボルト４によって定められる交差部の下側で、ペンチ脚部２、３長い掴み区間７
、８につながる。
【００１２】
噛み合いボルト４はペンチ脚部２の長いスリット９を貫通する。噛み合いボルト４はペン
チ脚部２が貫通するペンチ脚部３に装着される。　
【００１３】
噛み合いボルト４には爪１０が設けられる。この爪はペンチの咥え口側のペンチ脚部２を
貫通する歯形の歯溝１１と相互作用する。図２は図１に示される噛み合い開放位置を示し
、図５の図は切り欠き歯１０／１１の噛み合い位置を示す。これは鋸の歯の構造で噛み合
い状態で互いに拘束することが判る。
【００１４】
ペンチの加え口Ｍの大きさを変更するため、対応する突き出し結合部には適合空間Ｆが設
けられる。この自由空間は貫通するペンチ脚部３に設けられる。
【００１５】
ペンチ１はばね駆動１２によって加え口が開放される基本位置に保持する（図１参照）。
このためペンチ脚部２、３の間の空間に収容されるばね駆動１２はペンチの脚部を拡げる
。最終位置は噛み合いボルト４またはその爪１０が、長穴状の長いスリット９の下側端部
に突き当たることによって決定される。
【００１６】
ばね駆動１２のばねは１４によって示される。これは圧縮ばねでいわゆる渦巻き圧縮ばね
であり、円筒状の螺旋の「外被面」に沿って直線状に巻かれる。
【００１７】
ばね駆動１２は予圧を有している。開放位置（図１）においても有効であるがそれに打ち
勝つことができるような予圧が与えられ、ばね駆動は同時に制御要素として作用する。拡
がったペンチの脚部２、３を閉じると、移動し回転するようにペンチ脚部３に支持された
ペンチのあご６は、固定され貫通するペンチ脚部２のあご５の方向に移動する。これは図
３により明らかである。図１による開放位置は、ペンチ脚部２、３の握り区間７、８の力
を開放することにより、完全に自動的に説明したばねの力により得られる。
【００１８】
制御要素１３は、貫通するペンチ脚部２に支持され三角形側に自由に突き出す。これは一
種の伸び出しアームを形成し、ばね駆動１２の第１の移動段階でペンチの咥え口のあご５
、６は互いに近づき、第２の移動段階で噛み合いボルト４の爪１０の歯溝１１への噛み合
いが行われる。その後可動の貫通するペンチ脚部３、またはペンチの咥え口のあご６は噛
み合いボルト４の回りの力による回転を実施することができる。この場合、多数の関節の
重畳した移動が行われる。
【００１９】
制御要素１３は、このためさらに２つのトグルレバー状に互いに結合された連接棒１５、
１６から構成される。これらの連接棒１５、１６の１つ、ここでは連接棒１５に圧縮ばね
として構成されたばね１４が配置される。予圧を与えたばね１４は連接棒１５、１６に支
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えられる。鈍角のトグルレバーまたはトグル関節Ｋは図１および図７から読み取ることが
できる。対応する予圧を受けた伸張位置でトグルレバーの拡がりは最大となり、可動のペ
ンチ脚部３は歯部１１から外れ、可動のペンチ脚部３の移動は取り付けられたばね駆動１
２により最大の咥え口開放位置となる。
【００２０】
長い連接棒１５は端部において接続ピン１７によって、可動の貫通するペンチ脚部３に接
続される。別の連接棒１６は接続ピン１８によって貫通するペンチ脚部２に接続される。
【００２１】
接続ピン１７、１８は、ペンチ脚部２、３の交差部すなわち噛み合いボルト４から異なっ
た距離に設けられる。連接棒１５の接続ピン１７は上述の基準点に近い方に設けられ（図
１参照)、図３による位置では明らかに近くなる。
【００２２】
連接棒１５、１６はほぼ直線状の異なる長さの構成部品として形成される。第１の１５で
示される連接棒は第２の連接棒より長い。その比は３：１である。
【００２３】
ばね１４または圧縮ばねは第１の長い連接棒１５の内部に設けられる。対応するばね室は
参照番号１９を有している。これは円筒区間を有する連接棒１５に設けられた穴の内壁に
ほぼ同心である。内壁の内法寸法は、ばね体のばね室１９内での自由な軸方向の移動を考
慮している。ばね室１９はペンチの咥え口Ｍの方向に偏心させて設けることもできる。　
【００２４】
袋穴状に形成したばね室１９は、穴の床部が渦巻き状の圧縮ばねの巻き端部の支え２０を
提供する。図示した以外に、ばね室１９は支え２０の範囲を閉じて構成することもできる
。
【００２５】
短い連接棒１６に面した反対方向の支えは、間接的に特別に構成された圧力片２１によっ
て行われる。支えを２２で示す（図７参照）。一方両方のトグルレバー状に互いに接続さ
れる連接棒１５、１６に面した巻き端部に、このような圧力片２１を形成することもでき
る。
【００２６】
上述の両方の連接棒１５、１６の間の関節位置には、接続ピン１７、１８と平行に設けた
トグルピン２３が形成される。
【００２７】
ばね１４は飛び出さないよう確実に保持され予圧を与えられた状態でばね室１９に保持さ
れるので、圧力片２１は安心してばね体に挿入することができる。このためばね１４に向
いた頸部２４が設けられる。これは圧縮ばねの空洞に挿入される。これは例えば図７に示
される。頸部２４は対称に形成さればねと反対に向いた幅の広い肩部２５につながる。こ
の肩にトグルピン２３の近くにあるばね１４の巻き端部が支えられる。頸部２４および肩
部２５の間で圧力片２１の本体が鈍角に曲げられる（図７および８参照)。このような圧
力片２１は樹脂または鋳造部品、必要な場合は鍛造部品として形成される。
【００２８】
圧力片２１の幅の広い肩部２５は、柄状の区間２６につながる。この部分は幅の広いうろ
こ状の面２７に続く。この面の直線状の狭い縁が支持部２２に挿入される。上述したよう
に支持部は溝として形成されるので、圧力片２１は第２の連接棒１６に形状的に適合して
保持され、詳しく言えば段２８によって確実に収納される。支持部２２に関しては一種の
アンダカットの輪郭である。これ自体ですでに十分である。溝が追加して形成されること
だけが利点である。実際にはアンダカットは必要がないことが示されている。この点にお
いてアンダカットのないステップ状の階段も開示に包括される。ばね力によって荷重を受
ける圧力片２１の支えは、長い方の連接棒１５に時計方向の荷重を与える。この荷重はペ
ンチ脚部３を握り方向に引っ張る。接続ピン１７を引っ張ると、連接棒１５は予圧が消費
されるまでこの方向に僅かな角度回転する。
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【００２９】
段２８は上側のペンチの咥え口Ｍに向いた面２９によって制約されることが判る。この面
は例えば三角形側の縁の角またはその他のペンチ脚部２の支持空間３１の壁部分における
固定された回転ストッパ３０と共同作用する（図７参照)。トグルレバーＫはこの部分で
支えられる。例えばピンをストッパとして利用することもできる。
【００３０】
中空の切り欠きの形状に形成した支え２２は基本的に円形に構成される。切り欠きはペン
チ咥え口Ｍに向いて扇形に開口する。扇形は約９０度以上の角度に限定される。円形の切
り欠きの壁に面する連接棒１６の材料はすでに述べた段２８を形成する。段は垂直に伸び
工具を落としても、圧力片２１は単なる差込固定から外れないよう突き出している。
【００３１】
割線の最高点は円形状の欠き欠または支え２２の中心点と一致する。段２８を水平に制約
する下側の面は一種の胸壁３２を示す。これは圧力片２１の必要な空間が考慮されている
。この上にうろこ状の面２７が横たわることができる。胸壁３２は切り欠きから離れるに
つれて上述の部品の柄状の区間２６から離れる。
【００３２】
説明したトグルリバーＫの形状により、連接棒１５の長手方向に長さが変化することがで
きる圧縮ばねであるばね１４が軸方向に作動する場合に、偏心してトグルレバーＫの別の
連接棒１６に作用することが判る。これによりペンチを開放方向に押す効果が得られ、こ
の場合圧力片２１は、トグルピン２３から離れたトグルレバーＫの外側の別の連接棒１６
に対する力の伝達の偏心作用を考慮している。
【００３３】
トグルレバーＫはばねの力を蓄えた基本位置（図７)において、咥え口側に約１５０度の
開放鈍角を有している。
【００３４】
図８における操作位置において、圧力片２１は胸壁３２から立ち上がり、ばね１４の応力
は増加する。さらに圧縮した位置は図８と同様に推定される。この場合圧力片２１および
ばね１４の間の重要な移動性は、頸部２４が圧縮ばねと自由に回転できるように挿入され
ていることにより達成される。
【００３５】
握り区間２、３を図８の状態から緩めると、ばね１４の復元力は圧力片２１を介して再び
上述の連接棒１５、１６が互いに拡がった位置に戻すように作用する。
【００３６】
図８は力で操作し対象物３３を咥えたトグルレバーの折れ曲がりを示す。図８の位置では
この角度は約１１０度である。
【００３７】
ばね１４の長手軸ｘ－ｘは、第１の連接棒１５の接続ピン１７およびトグルピン２３の両
者の関節点を結んだ直線ｙ－ｙと一致しないことが判る。従って、圧力片２１を介しての
連接棒１５、１６の鈍角の拡がり位置への移動は、図７に示す基本位置に到達するまで行
われる。しかし、この特性はさらに別の意味を持っている。すなわち接続ピン１７は、連
接棒１５の突起部３４に、長手軸ｘ－ｘの横方向に離れて設けられる。この突起部３４の
対応する横方向のずれは、連接棒１５のペンチ脚部２、３　の間の三角地帯に構造的に明
らかな広い部分を確保する。突起部３４は対応して平らに形成されるペンチ脚部３の保持
空間またはスリット３５に挿入するため十分に平らに形成される。この場合できるだけ大
きな長さをばね室１９に使用する。ばね１４またはそれを取り囲む連接棒１５のケーシン
グは、平らな突起３４の厚さよりも明らかに厚い断面を備えることができる。　
【００３８】
纏めると、ばね駆動１２はペンチの咥え口Ｍを開放位置に予め押し広げる責任があること
が判る。これに対し制御要素１３は可動区間を、第１の移動段階でペンチ咥え口のあご５
、６を互いに近づけ、第２の移動段階で噛み合いボルト４の爪１０を歯溝１１に噛み込ま



(8) JP 4490972 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

せ、その後可動のペンチ咥え口あご６を噛み合いボルト４の周りに力で回転することがで
きるように制御する。
【００３９】
図１３から１６に示したトグルレバーＫの代替案は、基本版（例えば図７参照）による解
決策の基本的な構成に対応している。参照番号は類似して使用し、一部は文章による繰り
返しを行っていない。この場合も圧力片２１のトグルレバーＫの外側の別の連接棒１６へ
の力の伝達の偏心効果、すなわちトグルピン２３は維持されている。この場合長さが変化
することができる圧縮ばねとして形成されるばね１４は、対応して収納される連接棒１５
の長手方向に作用する。
【００４０】
第１の代替案によれば、ここでもばね１４の渦巻きの中央空間に挿入されるお圧力片２１
は、別の連接棒１６にペンチ脚部２、３を互いに拡げるように荷重を与え、ここでは圧力
片２１は偏心して形成された連接棒１６の端部３６を押す。ペンチの脚部２、３を閉じる
方向に操作すると、偏心して形成された端部３６によりばね１４は圧力片２１を介して圧
縮される。これは図１４に示される。偏心曲線のピン２３に対する距離は、連接棒の折り
たたみ方向に増加する。ペンチの脚部２、３を緩めると再びペンチ１の基本位置に戻る。
これは端部３６の制御カーブ状の輪郭によるものである。ストッパー手段は原理的に同じ
で、ここでは圧力片２１を固定する手段は必要としない。固定段は端部３６およびばね１
４の間から失われることはない。
【００４１】
第２の代替案に該当するものは、圧力片２１を操作要素として構成するものである。これ
は旋回移動することができるよう側面に接続ピン３７を備えている。こん棒上に太い端部
３６はばね１４の荷重の下に、圧力片２１は連接棒１６の端部３６の偏心したすべり部分
またはカーブに接触して固定される。ここでも説明したような偏心作用が働く。
【００４２】
考えることができるが図示しない解決策は、圧力片２１をばねの対応する渦巻き端部に関
節結合で接続し、関節結合で偏心して連接棒１６の端部３６に接触させることである。　
【００４３】
ばね力を高く調整するため、図１７に二重装着が図示され実際に使用される。ここで渦巻
き状の圧縮ばねで形成したばねを１４、１４’で示し、後者のばねは１４で示したばねの
渦巻きの内側の空間に挿入される。
【００４４】
図１８の提案によれば、ばね１４は断面に関し平らなバネとして形成され、楕円の断面を
基本とする。楕円の長軸花が手軸ｘ－ｘに垂直である。少軸または短軸は長軸のほぼ半分
である。
【００４５】
ここでさらに発展させた対象を図２８、２８ａ、２９に初めて示す。前述の発展はペンチ
１を使用していない場合の閉じた位置の固定手段に関するものである。このような閉じた
位置は、ペンチ１の握り区間７、８の空間を節約するため互いに近づけその逆ができるよ
う保持する。
【００４６】
このため固定部品３８が取り付けられる。これは二重アームで貫通するペンチ脚部３の溝
３９に回転して動作するように収納される
【００４７】
固定部品３８は、溝３９に垂直な軸ピン４０に旋回できるように支持される。軸ピン４０
の幾何学的軸は、第１の連接棒１５の連接棒側の端部に支持される接続ピン１７の幾何学
的な軸と平行に延びる。
【００４８】
二重アームに形成された固定部品３８は、操作のために触れることができ背部が荒らされ
ていることが好ましいアームおよび第１の連接棒１５と相互に共同固定作用するアームを
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備えている。固定作用するアームは第１の連接棒１５の移動軌道４１上を旋回する。この
移動軌道４１の半径中心点はトグルピン２３で、固定部品３８の半径中心点は接続ピン１
７である。　
【００４９】
閉じられた位置において、固定部品３８および第１の連接棒１５に互いに配置された固定
面４２、４３は平面Ｅ－Ｅ上に延び、固定部品３８の旋回軸から離れた点４４の円弧に関
して割線を形成する。これは旋回機構によるくさび状のアンダカットを生じ、ばね１４の
力を利用して目的とした固定の自動保持の作用をする。固定部品３８の旋回軸に近い点４
５にあるくさびの薄い端部は移動軌道４１および平面Ｅ－Ｅの交差点にある（図２８ａ参
照)。別の交点はペンチ脚部３の外側の近くにある。
【００５０】
固定解除のため、固定面４２、４３を互いに浮き上がらせ固定部品３８を時計方向に回す
ことができるよう、掴み区間７、８をできるだけ近づける必要がある。固定部品３８の固
定面４２は移動軌跡４１との交差範囲、すなわち第１の連接棒１５の固定面４３から外れ
、ペンチ１を開き開放位置を占めることができる。
【００５１】
反対にペンチ１を閉じ、固定部品３８を時計方向と反対方向に固定位置に旋回する。突起
３４の周囲の接続ピンの近くに形成された、点４４が当たる接続ピン１７の近くの突起状
のストッパによって行過ぎることはない。
【００５２】
固定部品３８開放の位置は、点線によって示される。これは掴み区間８のペンチ頭部側の
端にあることが人間工学的に好都合である。
【００５３】
説明した固定手段は原則的に図３０および３１に図示した代替案においても有効で、これ
によれば固定部品３８は突起３４の上側ではなく突起３４の下側に設けられる。ここにお
いても説明した勾配が、意思に基づいて打ち勝つことができる自動固定に寄与している。
　
【００５４】
固定部品３８の二重アーム構造はここでも機能的に与えられ、すなわち操作部分およびそ
れから離れた固定部分である。
【００５５】
重要なことは固定部分３８が握り区間に近いことである。ペンチを持つ手の親指が容易に
届くよう配置されている。
【００５６】
図２１ないし２７には噛み合いボルト４に対してねじ、リベットなどの昔からの要素を放
棄することができる装着方法を示す。これはペンチ脚部２、３の交差部分において、噛み
合いボルト４をペンチ脚部２、３の組み立て位置で挿入できるようにすることによって達
成され、ペンチ脚部２、３を拘束される開放位置を越えて開くことを特徴とし、噛み合い
ボルト４は拘束された開放位置で形状的にペンチ脚部２、３によって保持される。
【００５７】
ペンチ１の拡げ過ぎた開放位置を図２１に示す。この位置において噛み合いボルト４の取
り付け口は開放される。この位置でペンチ脚部２、３は明らかに拘束される角度位置を示
す図２２よりも大きな角度αに開かれる。この小さい方の角度をα’で示す。
【００５８】
ペンチ１に装着するため、拡がりを拘束する制御要素１３は取り外される。
【００５９】
ピンの装着は同様に角度スリットによって行われる。角度スリットに固定部分４６が貫通
する。固定部分４６は噛み合いボルト４の半径方向に形成された指状体である。これは図
２５に示される。
【００６０】
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かみ合いボルト４の軸方向の差込結合の実施は、固定部分４６を組み立て時には挿入開口
部として機能する出口開口部４７に一致させる。
【００６１】
出口開口部４７は貫通するペンチ脚部３に設けられる。上述の出口開口部４７によって貫
通するペンチ脚部２の切り欠き４８が軸方向に位置決めされる。切り欠きは、半径方向の
指状体の通路となる出口開口部４７よりも大きな幅であることが判る。これによって固定
部分４６は、貫通するペンチ脚部３の出口開口部４７が貫通するペンチ脚部２の切り欠き
４８と一致した場合のみ、噛み合いボルト４の取り出しまたは逆に取り付けが行われる。
【００６２】
貫通するペンチ脚部２の噛み合いボルトが旋回できるように保持され、貫通するペンチ脚
部２の長いスリット９の隙間を有する幅によって、固定のために必要な噛み合いボルト４
の移動性はペンチ１のこの代替案において備えられる。例えば図２に示す開放位置および
図５に示す閉じられた位置のように、噛み合い歯１０／１１に許容される制約された旋回
性が存在する。
【００６３】
切り欠き４８は、ペンチ脚部２、３の差し込み結合によって空間的に制約され、貫通する
ペンチ脚部３の平行な壁面４９によって軸方向に限定される。この壁面４９は互いに、固
有のまたは最大でも固定部品４６の軸方向の長さに相当する内法距離を保つ。
【００６４】
切り欠き４８は、長いスリット９の端部から突き出した固定部品４６の数倍の幅の窪みで
ある。
【００６５】
噛み合いボルト４は、軸方向に３段階の異なる直径を持つことが図２５に示される。直径
段階は図２５の挿入方向に上側に向って細くなる。中間の段階に半径方向に突き出して配
置した固定部品４６が設けられる。その下に最大直径のボルト区間４’がある。別に上側
端部には最小直径のボルト区間４”が設けられる。これは貫通するペンチ脚部３の上側の
壁５１の支持穴５０に突き出す。これに対して断面の大きなボルト区間４”は、貫通する
ペンチ脚部３の下側の壁部分５３の対応する支持穴５２に同心的に取り付けられる。
【００６６】
挿入して組み立てられた状態（図２７参照）で、固定部品４６の取り付け方向と反対側の
正面端部４６’は、下側の壁部分５３の対応する壁面４９から飛び出さないよう固定され
る。取り付け開口部を形成する出口開口部４７は一直線上にはない。
【００６７】
噛み合いボルト４の挿入組み立てはペンチ脚部２、３の最大開放位置で実施されるので、
この最大開放位置は制御要素１３による操作上の開放位置の拘束外で、固定ボルト４の復
帰過程で支持穴５０、５２からの飛び出しが排除されてから制御要素が取り付けられる。
【００６８】
開示されたすべての特徴は本発明に対し基本的なものである。従って、対応する／添付の
優先書類（事前出願のコピー）の開示もまたすべて本出願の開示内に含まれるものであり
、その目的のためこれらの書類の特徴もこの出願の請求事項に含まれるものである。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
片手で操作できるペンチに利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】ばねの荷重を受けている基本位置のペンチの側面図で、基本版を示す。
【図２】図１の拡大図で噛み合いボルトの位置を示す。
【図３】閉じたペンチの側面図である。
【図４】ペンチの背面図である。
【図５】対象物を咥えたペンチの側面図である。
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【図６】図２のような拡大図で噛み合いボルトの現在の位置を示す。
【図７】図１の拡大図で断面とした制御要素を示す。
【図７ａ】圧縮ばねに配置される圧力片の単独の平面描写である。
【図８】図５の拡大図で、制御要素は断面を示す。
【図９】連接棒の側面図である。
【図１０】連接棒の平面図である。
【図１１】別の連接棒の側面図である。
【図１２】別の連接棒の平面図である。
【図１３】図７に類似した描写で制御要素の第１の案を示す。
【図１４】図８と同じ描写である。
【図１５】図７に類似した描写で制御要素の第２の案を示す。
【図１６】図８と同じ描写である。
【図１７】レバーの区間の断面で、極端に拡大して２重ねじの配置を示す。
【図１８】図１７に類似した描写で平ばね配置の断面を示す。
【図１９】トグルレバーの極端に図式化したものを示す。
【図２０】図８に対応する描写であるが、全閉状態で必要に応じ開放可能な固定でこの状
態を保つ。
【図２１】ペンチの交差部の描写で、噛み合いボルトの噛み合い準備位置を示す。
【図２２】図２１に対応する描写で噛み合い完了状態を示す。
【図２３】図２１のＸＸＩＩＩ部の拡大図である。
【図２４】図２２のＸＸＩＶ部の拡大図である。
【図２５】図２１の線ＸＸＶ－ＸＸＶに沿った断面図で、噛み合いボルトを挿入組み立て
を正しくち調製した透視図である。
【図２６】図２５と類似の描写で、噛み合いボルトが挿入された図である。
【図２７】図２５と類似の描写で、組み立てかせ完了し噛み合いボルトが操作のため固定
された図である。
【図２８】固定装置が装着されたペンチの閉じられた位置である。
【図２８ａ】図２８のＸＸＶＩＩＩ部の拡大図である。
【図２９】ペンチの側面図である。
【図３０】異なる固定装置を装着した閉じた位置のペンチである。
【図３１】図３０の側面図である。
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【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】
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【図３０】 【図３１】
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